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下大和田・小山町谷津田だより －2022 年 ５月号 No.243 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 267 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2022 年 ４月 ３日（日）小雨  報告：田中正彦 
小雨が降る中、谷津田と森を散策しました。田んぼではシュレーゲルアオガ

エルが賑やかに鳴いていました。今年は寒さが長引いたせいか、春の花は遅れ

気味です。それでも、伐採して明るくなった山の斜面にはタチツボスミレが大

きな群落を作っていました。雨のためか大きく開花はしていませんでしたが、

しずくに輝くその姿はまさに春の到来を思わせました。またシュンランやフデ

リンドウなども見られ、少し寒い春の 1日を満喫しました。 

参加者１２名（大人１０名、専門学校生１名、小学生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
森と水辺の手入れ「畦の補修」 2022 年 ４月１７日（日）くもり       報告：平沼勝男 

この日は、集まった人たちで畦の補修をしました。 年々痩せ細っていく畔ですが、今年に入り各所補修を

進めています。今回の補修箇所は YPP 田んぼと水路の間の最も狭くなっている場所です。川に面する畔は１月

16 日の１回目の補修以来でした。 方法は前回同様、杭を川中に打ち込み、畔との隙間に土のうを入れる方法

です。簡単に思われるかもしれませんが、20 本近くの杭を打つ作業、20 袋ほどある土嚢に砂や泥を入れる作

業、重くなった土のうを運ぶ作業など、どれもかなりの体力を使う作業でした。その結果、補修した畦は元の

姿に復元できました。                     ７名（大人；６名 小学生；１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第１回 森の手入れ「階段の補修」 2022 年 ４月２４日(日) くもり     報告：南川忠男 
運営委員会で、４月から第４日曜日を森の手入れにすることが決まりました。第３日曜日に森と水辺の手入

れを実施していますが、森の手入れが手薄になりがちなので新たに作業日を設定しました。第１回目のこの日

は、山への階段の補修。を 18 段分、水平板をステップにして四角い杭で固定しました。森の手入れ後、落ち

て下の人に当たったら大けがをすることになる「かかり木」（たぶん高さ 10m くらい）の周囲に立ち入り禁止

のテープを張りました。                                     参加者２名（大人２名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 276 回 下大和田ＹＰＰ「田おこし」 2022 年 ４月３０日（土） 晴れ              報告：平沼勝男  

 この日の作業は５月７日の田植えに備えての「田起こし」ですが、田ん

ぼは雑草がひどく、作業内容は雑草取りが中心でした。 

しかし、この日参加された皆様は大変積極的で、厳しい作業であるにもか

かわらず着々と作業が進みました。また、水田雑草は除去したらその場に埋

めても良いのですが、中には埋めてもしぶとく成長を開始する種類があるた

め、水田から運び出すことにしました。この時活躍してくれたのが市立稲毛

中高等学校の生徒さんと附属中学校の生徒さんたち計５名です。最後に久し

ぶりに恒例の谷津田運動会を開催。泥んこレースで盛り上がりました。 

参加者３８名（大人２１名、大学生１名、専門学校生１名、高校生５名、小学生９名、幼児１名） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

第 268 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2022 年 ５月 １日（日）小雨   報告：田中正彦 
曇り空でしたが、新緑の美しい谷津田と森を散策しました。最初、森を歩きました。歩き出してまもなくキ

ンランの群落を目にして「きれい！」との声があちこちから上がりました。谷津田の散策では、後ろ足の出た

ニホンアカガエルのオタマジャクシがたくさん見られ、シュレーゲルアオガエルの卵塊も見つかりました。残

念なことに、田んぼ入り口の林道に直径５㎝ほどの電球が一抱えほど捨ててありました。ゴミ袋に回収し撤去

しましたが、こうした行為はやめてもらいたいと切に思います。観察会終了後に、みんなで端午の節句用にシ

ョウブを刈り取って持ち帰りました。 

参加者２３名（大人１５名、専門学校生１名、高校生１名、中学生１名、小学生２名、幼児３名） 

 

＜小山町での活動＞ 

☆４月期の活動   

○ 小学校の田んぼ活動年間計画決まる                  報告：たんぽぽ 
２年に亘りコロナ禍の影響を受け、計画通り実施できない状況が発生しましたが、今期についても、大椎小、あ

谷津田運動会 



すみ小両校について、例年通り、田植え、草取り、案山子づくり、稲刈り、脱穀を実施することで、日程が決まり

ました。今期は計画通り進んでほしいと願うばかりです。 

○ 小山町 ＹＰＰ「苗代の管理と畦、水路の整備」４月期常時         報告：赤シャツ親父 
３月 26 日から４月２日にかけて、各田に作られた苗代ですが、田植えまでに十分育つ様に、ほぼ毎日、畦、水

路の問題個所を修理したり、エルボを調整するなど水回りと水位調整に気を配る事となります。10 日～16 日にか

けて、気温は 25℃近くから 10℃以下まで変化が激く、また４月前半、後半にはまとまった雨が度々降りました。

案の定、畦の決壊、漏出などが頻出し、苗代が水没したり水位が低すぎたりとの状況は度々発生しました。なお、

５月初旬に田植えを計画している大椎小の苗代については、４月 10 日～27 日にかけて育苗シートをかけ発育を促

進しました。今のところどの苗代も順調に育っている様です。  
【谷津田・季節のたより】 

＜下大和田町＞  
４月  ・シュレーゲルアオガエルの産卵が始まりました。 

・ニホンアカガエルは後ろ足が出て、そろそろ陸上生活が始まります。 

・キビタキが盛んにさえずっています。 

＜小 山 町＞   

日々、ガビチョウの声目立つ。４月９日、シオヤトンボ羽化確認（赤シャツ親父） 
４月 19 日 キビタキの声響く (赤シャツ親父) 
４月 23 日 孵化して間もない様なクサガメの赤ちゃんが現れた (たんぽぽ) 

 
【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞        

・森と水辺の手入れ 

日 時：2022 年 ５月１５日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：森の散策路の整備をします。 

持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

 

・森の手入れ 

日 時：2022 年 ５月２２日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：落ち葉を集めてカブトムシが卵を産んで、幼虫やさなぎが育つ場所を作ります。 

持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

 

・第 278 回 ＹＰＰ「田の草取り」 

日 時：2022 年 ６月 ４日（土）９時 45 分～１２時 

内 容：田んぼや畦に生えている雑草を取り除きます。 

持ち物： マスク着用、長袖長ズボンの服装、田んぼ用長靴、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物 

参加費：米づくり年間参加者以外 300 円（小学生以上）※持ち物は以下の 5月 7 日の田うえ作業も同じです 

 

・第 269 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2022 年 ６月 ５日（日）９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：緑深まる晩春の谷津田。盛んに飛び回るチョウやトンボなどを観察しながら谷津を巡ります。 
持ち物：マスク着用、筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴(通常の)、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋、 

午後も活動する方は弁当、敷物 
 

＜小山町谷津田＞ 

・小山町 ＹＰＰ「コシヒカリの田植え」  今期最初の田植えを行います。 
日 時  : 2022 年 5 月 14 日（土） 10 時 00 分～ ☆小雨実施。 
場 所  : りんどう広場 

※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、tomizo_i@nifty.com 赤シャツ親父 までご連絡下さい。 
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